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新しい安全・適正就業委員が選出されました

公益社団法人精華町シルバー人材センター広報誌　 令和２年6月15日発行　第56号

安全・適正就業委員会だより

令和元年度安全・適正就業推進研修（京丹後市）

今年度から２年間、各職域班で選出された安全・適正就業委員は下記の５名となります。 

「安全・適正就業推進パトロール」で皆さんの就業場所の安全作業の確認に赴きますので、よろしくお願いい

たします。また、安全・適正就業委員会で、担当理事と安全・適正就業委員が、同委員会の実施計画を協議し、

安全講習会等の事業を実施します。 

なお、新型コロナウイルス感染症対策で４月３日地域班長会議を中止したため、会議で選出予定でした地域班

からの安全委員２名は未選出となっています。後日安全委員を選出し、さらに安全・適正就業委員会委員長等を

選出することになります。 

安全・適正就業委員会は、安全・適正就業パトロールおよび安全講習会等を通じ、就業時および就業途上での

事故防止の取組みを行っておりますが、残念ながら３件の事故が発生しました。令和元年度累計発生数は１３件

です。令和２年度は 1件発生です。 

 万一事故に遭ったときは、すぐにセンターに連絡をし、その指示に従って対処してください。 

 また事故後速やかにセンターの所定用紙で「事故連絡票」の提出を行ってください。 

 所定用紙はセンターにありますが、ホームページから出力して印刷することもできます。 

 

・剪定作業――剪定時、三脚から落下した際に、樹木と三脚の間に膝が挟まった衝撃でケガをした。翌日起床時

膝に痛みを覚えたので受診。レントゲンの結果、左膝骨折（ヒビ）につきギブス固定、治療済み。（請負１１

月２７日 前号未掲載分） 

・運搬作業――就業場所にて作業中、後部より就業場所所有の小型タンプカーが、停車作業中の当方車両の後部

ドアに接触、損壊した。双方けがなし。（請負１２月１６日） 

・除草作業――庭の草刈り作業中、屋内引込管ガスフレキパイプを草刈機のチップソーで配管の一部を切った。

同日作業会員が業者に連絡し、応急処置後修理済み。（請負１月２５日） 

・除草作業――駐車場の草刈り作業中、駐車している乗用車のフロントガラスに飛び石があたり、ガラスにキズ

がついた。（請負５月２８日） 

 

 

 

赤松理事長あいさつ 

寺嶋事務局長自己紹介 

令和元年１２月１８日（水）、安全・適正就業委員会管外研修として、元年

度は安全表彰を受賞した京丹後市シルバー人材センターを訪問しました。当方

から、役員は前田副理事長１名、安全・適正就業委員は齋藤委員長を始め３名

および寺嶋事務局長等職員２名の計６名が出席しました。 

赤松理事長のあいさつの後、芝野事務局長から安全就業の取組み等の説明を

受けました。同市は、７３２名（男性４０２、女性３３０）と当方の約２．５

倍の会員が、面積５０１．４３平方㎞と当町の約２０倍もの広さの市域を就業

しているとのことでした。 

なお、女性会員は全会員の約４割で３３０名、人数は当方の５倍強です。女

性会員の割合が高いことについて、特に対策はしていないが、６地域で地域ふ

れあいサロンを女性中心に実施していることが宣伝効果につながっているの

では、と芝野事務局長の話がありました。 

委    員

上山　洋二（草刈班） 委    員 三谷　祥一（堆肥班）

寺岡　昌三（清掃班）  地域班からの２名は、未選出

委    員 新司　吉輝（剪定班） 委    員 佐和　宗義（草引班）

委    員


